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表紙　チャレンジ塾　人間ロケット　

　　　せいこドーム（２月１５日）

安平町学校給食センターが完成

　　　　　　施設概要を紹介します２～３頁

１４頁安平・厚真行政事務組合のページ４頁安平町デマンドバスが利用しやすくなります

１５頁国保からのお知らせ７頁サークル・団体の紹介はじめます

１６頁こんにちは　保健師です⑩８頁
新エネルギーの活用・
　省エネルギーの取り組みを紹介します

１７頁お知らせ９頁ひと月のアルバム

１８頁休日当番病院・慶弔録１２頁ふれあい体験記（最終回）

２０頁元気に大きくな～れ１３頁あびら回顧録（昭和３８年３月編）
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施
設
の
老
朽
化
、
維
持
管
理
費
の
削
減
な
ど
、
合
併
時
か
ら
統
廃
合
の
方
向

が
示
さ
れ
て
い
た
「
安
平
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
遂
に
完
成
。

新
し
い
安
平
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
部
と
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

▼
調
理
・
配
送
等
業
務

　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
委
託
業

者
を
決
定
（
請
負
業
者
『
株
式
会

社
 柴
楽
』
）

洗浄洗浄室室

施　設　概　要

安平町学校給食センター

（安平町安平５６２番地１１）

施設名称

（所在地）

準工業地域・第１種中高層住所専用地域用途地域

４，０１７．４９釈敷地面積

１，１４６．５７釈延床面積

１，２２２．８４釈建物構造・面積

８０８，８８２千円総事業費

１，０００食調理能力

平成２５年１１月２９日施設竣工

設　　計：日本都市設計株式会社

建築主体：森本・盛興経常建設共同企業体

電気設備：錦戸・藤田経常建設共同企業体

機械設備：進興・廣和経常建設共同企業体

厨房設備：日本調理機株式会社

設計・施工業者

調理調理室室

安平安平町町
学校給食センタ学校給食センターー

完完成成

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
両
地
区
の
中
間
地
点

に
位
置
し
、
均
等
な
運
搬
時
間
を

確
保
で
き
る
場
と
し
て
安
平
地
区

が
選
ば
れ
、
平
成
　
年
度
着
手
、

２４

平
成
　
年
　
月
施
設
が
完
成
し
ま

２５

１１

し
た
。
現
在
４
月
１
日
か
ら
の
供

用
開
始
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
2
学
期
か
ら
提
供
を
予
定
し
て

い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
に

つ
い
て
は
、
専
用
調
理
室
を
設
け
、

担
当
の
栄
養
士
を
採
用
す
る
な
ど
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
み

ん
な
と
同
じ
く
偐
楽
し
い
給
食
時

間
做
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
安
平
町
産
食
材
（
平
成
　
年
度

２５

実
績
　
品
目
）
を
積
極
的
に
取
り

２０

入
れ
、
安
全
で
お
い
し
い
給
食
の

提
供
に
心
が
け
ま
す
。

▼
新
セ
ン
タ
ー
で
の
調
理
食
数

　
約
９
０
０
食

▼
提
供
校

　
町
立
小
中
学
校
、
追
分
幼
稚
園
、

　
は
や
き
た
子
ど
も
園
　
全
８
校

▼
建
替
え
理
由

　
旧
施
設
（
早
来
セ
ン
タ
ー
 建
築

年
平
成
元
年
、
追
分
セ
ン
タ
ー
建

築
年
昭
和
　
年
）
、
厨
房
機
器
の
老

５７

朽
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
抑
制

と
衛
生
管
理
面
の
課
題
解
決

まごころまごころをを灸灸給食給食球球にして届けまにして届けますす
カタカタチチ
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癌

贋

岩
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翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

新
給
食
セ
ン
タ
ー
を
公
開

　
２
月
　
日
、
新
学
校
給
食
セ
ン

２７

タ
ー
の
見
学
会
に
、
町
民
の
方
や

関
係
者
な
ど
約
　
名
が
訪
れ
、
一

９０

般
家
庭
で
は
見
る
こ
と
が
な
い
最

新
の
大
き
な
調
理
設
備
を
見
て
、

「
何
食
分
の
調
理
が
可
能
な
の

か
」
と
職
員
に
質
問
す
る
な
ど
高

い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
調
理
室
は
、
汚
染
区
域
と
非
汚

染
区
域
に
区
分
さ
れ
、
白
衣
や
靴

の
着
替
え
を
徹
底
す
る
な
ど
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
の
順
守
に
務

め
、
安
心
安
全
な
学
校
給
食
の
提

供
を
行
う
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

○
環
境
に
配
慮
し
た
施
設

　
・
建
物
の
高
断
熱
化
、
熱
交
換

　
型
の
換
気
方
式
を
採
用
す
る
な

　
ど
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り

　
組
み
、
環
境
へ
の
負
担
を
低
減

※
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
平
町
教
育
委
員
会
（
緯
栄
２
０

８
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

滑食物アレルギーへの対応
・調理室内には、アレルギー
対応食の専用調理室を設置、
アレルギー食担当の栄養士を
採用

滑調理機器の充実

①食品に細菌が繁殖しやすい３０度～５０度の危険温度帯

を速やかに冷却させる「真空冷却機」の導入

②熱風と蒸気を単独または同時に利用して「焼く・蒸す・

煮る」などが出来るスチームコンベクション

オーブン（多機能加熱機）を導入

③容量２００リットルの回転釜は、汁
物だと１度に最大７００人分の調理
ができます。

○
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
の
徹

底　
・
汚
染（
食
材
下
処
理
等
）区
域

　
と
非
汚
染（
調
理
）区
域
を
区
分

　
・
調
理
員
動
線
と
食
材
動
線
の

　
確
立

　
・
床
面
が
常
に
乾
い
た
状
態
で

　
調
理
し
、
は
ね
水
に
よ
る
汚
染

　
や
湿
度
上
昇
を
抑
制
す
る「
ド

　
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」を
採
用

　
・
オ
ー
ル
電
化
に
よ
る
適
正
な

　
温
度
・
湿
度
管
理

○
調
理
室
の
見
学
が
可
能

　
・
会
議
室
兼
食
堂
に
は
、
調
理

　
室
内
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
見

　
学
窓
を
設
置

配
送
口

非汚染区域

②スチ②スチーームコンベクショムコンベクションン
オーブオーブンン

①真空冷却①真空冷却機機

③回転③回転釜釜

調理室平面図
汚染区域

汚染区域洗
浄
室
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運
行
開
始
か
ら
間
も
な
く
１
年
を
迎
え
る
安
平
町

デ
マ
ン
ド
バ
ス

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
安
平
町
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運
行
協
議
会
や

安
平
町
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
で
協
議
を
行
い
、

４
月
１
日
か
ら
運
行
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（人）デマンドバス利用状況（平成２５年４月～平成２６年１月末現在）

計１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月区分

３，１６３３７９３９０３５５３８３３１４２８４２７２２３０２５２３０４　全利用者

１，５５５２３１１９８１７９１８４１２６１１９１１８１１８１２３１５９追分地区

１，６０８１４８１９２１７６１９９１８８１６５１５４１１２１２９１４５早来地区

　昨年４月から本格運行している安平町デマンドバスは、複数の予約者による乗り合い

バスです。

　徐々に利用者やリピーターの方も増え１月までの１０か月で延べ３，１６３人の方にご利

用いただき、登録者も１月末現在で５３５人となりました。

　安平町には現在、デマンドバスのほかに鉄道、路線バス、民間タクシーの４種類の交

通体系がありますが、いずれも採算が取れないと事業継続が困難となり、これらが無く

なれば車を運転できないお年寄りや学生、運転免許

証を持たない方などは、たちまち不便な生活を強い

られてしまいます。

　利用しないことで、公共交通機関が無くなってし

まうという負の連鎖が生じないよう、町民の皆さん

におかれましては、デマンドバスに限らず、既存の

公共交通体系全体の積極的なご利用をお願いすると

ともに、皆さんで地域の公共交通を支えていきま

しょう。

地域公共交通維持のために

デマンドバス登録状況（１月末現在）

登録者数世帯数地区

２２４人１６７世帯追分地区

８８人６３世帯安平地区

１４５人１０２世帯早来地区

７８人５６世帯遠浅地区

５３５人３８８世帯合計
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安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
デデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデデ

安
平
町
デ
マママママママママママママママママママママママママママママママ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ババババババババババババババババババババババババババババババ
スススススススススススススススススススススススススススススス

ド
バ
ス
がががががががががががががががががががががががががががががが
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
しししししししししししししししししししししししししししししし
やややややややややややややややややややややややややややややや
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
なななななななななななななななななななななななななななななな
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
まままままままままままままままままままままままままままままま

が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

４月１日から
ココが変わりますココが変わります①①

葛注意滑　すでにデマンドバス利用登録をしている小学生についても、再度利用登録

手続きが必要となります。手続きについては、６ページを参照してください。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉

　小学生の利用は保護者同伴となっていましたが、次の条件つきで小学生１人でも利

用することができるようになります。

小人（小学生以下）大人（中学生以上）区分

無料（但し、保護者と同伴に限る）片道　３００円料金

小人
大人（中学生以上）区分

乳児（１歳未満）幼児（１歳～就学前）小学生

無料※片道１５０円片道　３００円料金

※乳児及び幼児の利用は、保護者同伴に限ります。

葛小学生の運賃（小学生の単独乗車を取り扱うため、小人運賃を設定します。）

１．小学生の単独乗車については、必ず保護者から利用予約をすること

２．保護者の責任において、デマンドバスを利用すること

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉

小学生小学生のの単独乗単独乗車車ができまができますす

条条件件

革
変
更
後

変
更
前

葛注意滑

①交通事業者の営業区域の関係により、追加する２か所目の登録先については住所要

件に制限がありますので、ご確認ください。

②安平町デマンドバスは、あくまでも自宅からバス停間の利用ですので、友人宅を２

か所目の登録先として登録するなどの取り扱いは出来ません。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

４月１日から
ココが変わりますココが変わります②②

デマンドバスの利用登録先デマンドバスの利用登録先がが追加追加できますできます

　保護者が共働きなどの理由により、乳幼児の保育園送迎などを
保護者の代わりに祖父母が行う場合、乳幼児の自宅以外に送迎す
る祖父母宅をデマンドバス利用登録先として追加登録すること
ができるようになります。

・デマンドバス利用に伴う登録先の自宅は、１か所のみです。

・デマンドバス利用に伴う登録先の自宅は、１か所のみです。
ただし、保護者が共働きなどの理由により乳幼児の保育園送迎が出来ない
など、特別な理由がある場合に限り、登録先を追加することができます。

革

変
更
後

変
更
前

上記の変更に伴う手続きは、６ページに掲載しています。
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地域公共交通助成制度の更新のお知ら地域公共交通助成制度の更新のお知らせせ
　「平成26年度分のデマンドバス利用料金助成申請を受付中です」

　安平町デマンドバス利用料金の助成制度を受けている（利用料金半額チケット

をお持ちの）方で、４月１日以降も引き続き安平町デマンドバスを利用する方は継

続利用の申請が必要です。

　また、下記に該当し助成制度を受けていない方、新たに利用

したいとお考えの方の申請も受付けています。（デマンドバス

の利用は、安平町商工会での登録が必要です。）

問合せ　健康福祉課福祉グループ緯栄４５５６

　安平町デマンドバス利用登録をしている高齢者、しょうがい者の方などを対象に助成を行っていま

す。条件がありますので、下記を確認してお申し込みください。

葛対象者

　○満７０歳以上で、介護保険料第２段階以下の方（世帯全員が住民税非課税で、本人の合計所得金 

　額と課税年金収入の合計が８０万円以下の方）※生活保護受給者は除く

　○障害者手帳（身体・知的・精神）を所有する方、または、障害年金受給者で非課税の方

葛助成内容

　○デマンドバス利用料金３００円の半額分（１５０円）のチケットを週１往復分を配付します。

葛手続き

　①安平町商工会で登録証を発行してもらう。（運転免許証・保険証が必要）

　　※すでに登録証をお持ちの方は登録の手続きは不要です。

　②登録後、役場（健康福祉課または住民生活課）で申請をする。（印鑑・障害者手帳が必要）

　③助成の可否を判定し、助成の決定を受けた方にはチケットを郵送します。

現在お持ちのチケットは有効期限が３月３１日（月）までです。

継続または新規でご希望される方は役場（健康福祉課または住民生活課）で申請してください。

【持参するもの】

　・既にデマンド利用登録されている方：デマンド登録証

　・新たにデマンド利用登録される方　：健康保険証や住基カード、運転免許証など本人確認が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できるもの

　※利用登録先を追加される方は、追加先の住所が確認できるものをお持ちください。

　ご利用方法で不明な点などがあれば、お気軽にお問合わせください。

【安平町デマンドバス登録手続き等に関する問合せ】

　安平町商工会　早来本所（安平町早来大町３４番地）緯影２７８９

　　　　　　　　追分支所（安平町追分本町５丁目１７‐１ふれあいセンターいぶき３階）緯栄２１５４

【地域公共交通に関する問合せ】　

　安平町役場企画財政課緯影２７５１

必要な手続必要な手続きき
５ページでお知らせした小学生の単独乗車と登録先の追加を利用

したい場合は、安平町商工会での手続きが必要です。

地域公共交通助成制度と地域公共交通助成制度とはは
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町内で活動するサークル・団体の皆さん

広報あびらでPRしませんか？
　スポーツ、文化、ボランティア、子育てグループなど、町内にはたくさん

の団体があり、さまざまな活動をしています。

　団体から聞く言葉は「新しい会員が入ってこなくて」、「今度、大会に出る

けど人数がギリギリで」とちょっと寂しい話題。

　そこで、「私たちこんな活動をしています」、「新しい仲間を作りたい」な

ど団体の活動内容を広報紙で紹介していきたいと思います。

　下記をご覧いただき、ご連絡ください。

　なお、安平町体育協会と安平町文化協会に加盟する団体につきましては、安平町教育委
員会において事前に掲載の確認ができていますので、改めて取材等の連絡をさせていただき

ます。

対
　
　
象

　
サ
ー
ク
ル
や
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少

　
年
団
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
子
育

　
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
町
内
で
活
動
し
て

　
い
る
団
体
（
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ

　
ん
。）

　
※
法
人
、
政
治
、
営
利
、
宗
教
を

　
目
的
に
し
て
い
る
団
体
、
個
人
の
宣

　
伝
、
教
養
、
講
座
案
内
な
ど
は
除
き

　
ま
す
。

定
　
　
数

　
毎
月
１
団
体

掲
載
媒
体

　
広
報
あ
び
ら

申
込
方
法

　
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
へ
ご
連
絡
く

　
だ
さ
い
。
取
材
日
な
ど
を
調
整
さ
せ

　
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
緯
影
２
５
１
１

　
活
動
を
始
め
て
　
年
と
な
る
ボ

４５

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
追
分
更

生
保
護
女
性
会
」
は
、　

歳
か
ら

９４

　
歳
ま
で
の
女
性
た
ち
　
名
で
構

４８

３９

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
少
年
院
の
慰
問
や
矯
正
施
設
で

の
食
事
支
援
ほ
か
、
公
共
施
設
の

花
壇
づ
く
り
、
児
童
館
事
業
の
お

手
伝
い
な
ど
色
々
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

「
更
生
保
護
活
動
は
、
秘
か
に
行

わ
れ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

が
ち
だ
け
ど
、
私
た
ち
は
、
自
分

た
ち
が
楽
し
く
で
き
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い
ま
す
。
無
理
に

時
間
を
作
ら
ず
、
参
加
で
き
る
と

き
に
参
加
す
る
。
だ
か
ら
、
集
っ

た
と
き
は
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。
入

会
を
し
て
く
れ
る
人
も
い
て
、
十

分
に
活
動
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
の
は
、
会
長
の
井
内
キ

ミ
子
さ
ん
。

　
集
れ
ば
お
し
ゃ
べ
り
が
弾
み
、

時
間
が
経
つ
の
も
あ
っ
と
い
う
間

だ
そ
う
で
す
。

　
愛
情
と
笑
顔
が
溢
れ
る
更
生
保

護
女
性
会
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

（
連
絡
先
　
追
分
更
生
保
護
女
性

会
　
井
内
キ
ミ
子
さ
ん
緯
栄
２
２

３
５
）
　

こんな活動しています

サササササササササササササササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーークククククククククククククククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹サークル紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

追分更生保護女性会
　　　明るく、楽しく、

　　　　　　　仲良くがモットー
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新エネルギ新エネルギーーの活用
省エネルギ省エネルギーーに向けた取り組み

地球温暖化問題が深刻化する中、原子力発電所の運転停止等によりエネルギー

問題が日本全体に大きな影響を与えています。

今や、エネルギー問題・地球環境問題は、国際間だけではなく、各自治体・地

域が自らの問題として取り組むべき重要な課題となっています。

安
平
町
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
平
成
　
年
度
に
「
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ａ
新
エ
ネ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

２０

２３

設
置
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
解
決
に
向
け
た
調
査
研
究
、
町
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
指
針
作
成
に
向
け
た
検
討
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
進
む
民
間
の
取
り
組
み
、
町
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

株式会社ムラコシ精工　安平町太陽光発電所グリーンパワー早来稼動

　早来富岡の臨空工業団地で建設工事が進められていた太陽光発電所

「グリーンパワー早来」が完成、２月に運転を開始しました。

　出力規模は１協０メガワット、年間予想発電量が１４１

万６千キロワット時で、一般家庭約３００世帯が１年間

に使用する電力量を発電することができます。

　発電状況はインターネット経由で遠隔地管理を行

い、発電状況は東京都内のムラコシ精工本社や新宿

ショールーム等から確認することができます。

ソフトバンク苫東安平ソーラーパーク建設

　遠浅地区では、苫東安平ソーラーパーク株式会社による日本

最大級となる太陽光発電所の建設が進められています。

　敷地面積は約１６６ヘクタールで、札幌ドームが約３０個分の面

積。年間予想発電量は約１億８０１万４千キロワット時で、完成後は

一般家庭約３万世帯（安平町の約７協５倍相当）が１年間に使用す

る電力量を発電することができます。

　昨年１０月に起工式が行われ、平成２７年１１月末の運転開始

を目指して工事が進められます。

ＥＶ（電気自動車）公用車運用開始

　安平町フェイスブック公式ページや新聞記事等でも

紹介された電気自動車の公用車が、２月から本格運用を

開始。去年３月の時点では道内の市町村でわずか７台

だった電気自動車公用車ですが、安平町では今回３台を

導入。

　省エネ、地球温暖化対策に資する環境負荷の少ない移動手段として活躍するほか、災害など

の停電時にはＥＶ車両のバッテリーから災害対策の拠点となる庁舎等に電力を供給可能な給電

システムも整備し、環境対策と防災機能の強化への活用が見込まれます。
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２２
月
の
で
き

月
の
で
き
ごご
とと

新
１
年
生
が
１
日
入
学

　
２
月
７
日
、
今
春
早
来
小
学
校

に
入
学
予
定
の
新
１
年
生
が
１
日

入
学
を
体
験
。

　
現
１
年
生
の
小
さ
な
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
一
緒
に
自
画
像
を
描

い
た
り
、
体
育
館
で
元
気
よ
く

ゲ
ー
ム
を
し
て
交
流
し
た
り
と
、

時
に
は
新
１
年
生
が
リ
ー
ド
す
る

場
面
も
見
ら
れ
、
立
派
な
新
１
年

生
が
誕
生
し
そ
う
で
す
。

良
い
一
年
と
す
る
た
め
に

　
２
月
　
日
、
厄
年
を
迎
え
る
年

１６

齢
に
達
し
た
同
世
代
の
男
性
が
集

り
、
厄
を
払
い
交
流
を
図
る
「
第

二
成
人
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
　
年
か
ら
続
く
こ
の
交
流

４３

は
　
回
目
。
今
年
は
町
外
在
住
の

４７
安
平
町
出
身
者
な
ど
を
含
む
　
名
１１

が
参
加
し
、
一
年
の
安
全
と
健
康

を
祈
願
し
ま
し
た
。

交
通
安
全
に
役
立
て
て

　
２
月
　
日
、
苫
小
牧
地
区
自
動

１９

車
整
備
協
同
組
合
牧
野
専
務
理
事

と
安
平
支
部
佐
藤
理
事
が
来
庁
し
、

安
平
町
交
通
安
全
推
進
協
議
会
に

対
し
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
寄
付
は
、
組
合
創
立
　５０

周
年
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
協

議
さ
れ
、「
車
社
会
の
一
員
と
し
て

交
通
安
全
に
協
力
で
き
る
こ
と
を

し
た
い
」
と
申
し
出
が
あ
っ
た
も

の
で
す
。
寄
付
を
受
け
た
同
協
議

会
会
長
瀧
町
長
は
「
有
効
的
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。　

国
体
で
大
健
闘

　
１
月
　
日
か
ら
２
月
２
日
ま
で

２９

栃
木
県
で
開
催
さ
れ
た
第
　
回
国

６９

民
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト

競
技
会
に
、
早
来
北
町
在
住
の
中

村
奨
太
さ
ん
と
隼
人
さ
ん
が
出
場
。

　
奨
太
さ
ん
は
成
年
男
子
５
０
０

０
丿
６
位
、
隼
人
さ
ん
は
少
年
男

子
１
０
０
０
丿
と
２
０
０
０
丿
リ

レ
ー
で
と
も
に
１
位
と
な
り
、
北

海
道
の
総
合
優
勝
に
貢
献
し
ま
し

た
。
　
２
月
　
日
、
結
果
報
告
に
役
場

１９

を
訪
れ
た
２
人
に
、瀧
町
長
は「
次

の
目
標
に
向
か
っ
て
更
な
る
活
躍

を
」
と
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
し
た
。

日
頃
の
活
躍
を
称
え
て

　
２
月
　
日
、
第
３
回
安
平
町
社

１６

会
福
祉
大
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
町
内
で
の
福
祉
活

動
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
さ

れ
、
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
マ
ル
チ
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
活
躍
す
る
田
中
哲
也
氏

に
よ
る
基
調
講
演
「
自
身
の
可
能

性
」
を
実
施
。
会
場
に
足
を
運
ん

だ
２
０
０
名
程
の
来
場
者
に
「
諦

め
ず
に
努
力
し
続
け
る
こ
と
の
重

要
性
」
な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
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電源立地地域対策交付金を活用しました
　電源立地地域対策交付金は、発電用施設の設置と運転を円滑に行うため、発電用施設の周辺自治体が

行う公共用施設の整備や地域住民の福祉の向上を図ることを目

的に自治体に交付されるものです。

　安平町では、南早来発電所の所在町及び苫東厚真発電所の周辺

町として、平成２５年度は７，９５５千円の電源立地地域対策交付金

を受け、小中学校及び給食センターの燃料費として使用しました。

（問合せ　企画財政課企画グループ緯影２７５１）

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

迫
力
あ
る
歌
声
に

　
２
月
　
日
、
追
分
公
民
館
で
夜

２１

の
マ
チ
ネ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー
プ

「
じ
ゃ
ー
ん
ず
」
の
元
メ
ン
バ
ー

と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
ソ
ロ
活

動
を
開
始
し
た
三
浦
タ
カ
さ
ん
と
、

追
分
中
学
校
教
諭
 森
 晴
香
さ
ん

が
出
演
。
同
郷
だ
と
い
う
二
人
が
、

安
平
町
で
念
願
の
初
コ
ラ
ボ
を
実

現
さ
せ
ま
し
た
。

　
三
浦
さ
ん
は
、
伸
び
の
あ
る
歌

声
で
Ｊ
ポ
ッ
プ
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

な
ど
８
曲
を
熱
唱
、
約
　
人
の
観

９０

客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

協
力
の
絆
を
深
め
る

　
２
月
　
日
、
２
０
１
４
年
あ
び

２２

ら
女
性
の
集
い
が
町
民
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
集
い
で
は
、
駒
澤
大
学
附
属
苫

小
牧
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
の
迫
力

あ
る
演
奏
や
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
坪
谷

菜
穂
子
氏
に
よ
る
講
演
が
実
施
さ

れ
、
会
場
に
足
を
運
ん
だ
多
く
の

町
民
が
演
奏
や
講
演
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
昼
食
後
に
は
友
愛
セ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
お
目
当
て
の
品
を
探

し
求
め
る
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
明
日
を
創
る

　
２
月
　
日
、
安
平
町
誘
致
企
業

２５

会
に
よ
る
経
済
セ
ミ
ナ
ー
が
追
分

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
ソ
チ
五
輪
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
、

葛
西
紀
明
選
手
が
所
属
す
る
グ

ル
ー
プ
の
株
式
会
社
土
屋
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
取
締
役
会
長
土
屋
公

三
氏
に
よ
る
講
演
。
町
内
外
か
ら

１
３
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
が
足
を

運
ぶ
大
盛
況
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー

後
の
交
流
会
で
は
、
安
平
町
の
特

産
品
が
数
多
く
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

合
格
を
祝
し
て

　
２
月
　
日
、
安
平
町
か
ら
自
衛

２２

隊
へ
の
入
隊
が
決
定
し
た
６
名
の

入
隊
予
定
者
激
励
会
が
レ
ス
ト
ラ

ン
渡
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
激
励
会
は
、
来
賓
に
よ
る
祝
辞

や
北
海
道
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
放
映
さ
れ
る
な
ど
和
や
か
な

雰
囲
気
で
進
行
。

　
入
隊
予
定
者
の
代
表
挨
拶
で
は

「
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
て
、

立
派
な
自
衛
官
に
な
り
た
い
」
と

強
い
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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雪と氷の世界を楽しむ
　町内各所で、冬を満喫する行事が開催。

　寒さに負けず、思い思いに冬を楽しむ様子を撮影し

ました。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

遠浅小学校スケート大会

　　　　　　　　　＆コロイ焼き

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫

翫
翫

安平小学校スケート大会
癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
翫 翫

ロビーコンサート

　　　アイスキャンドルとコンサートの夕べ

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫

翫
翫

第３７回富門華雪祭り　最終章
癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼
翫 翫



12

安
平
町
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
絶
賛
更
新
中
！

　
安
平
町
で

は
、
昨
年
６

月
か
ら
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク

公
式
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
、

ま
ち
の
様
子

を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
あ

り
、
日
に
日
に
閲
覧
者
数
が
伸
び

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
広
報
紙

の
違
う
と
こ
ろ
は
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
ま
ち
の
状
況
や
気
象
に
関

す
る
注
意
喚
起
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
動
画
を
閲
覧
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
学
校
行
事
の
様

子
や
通
常
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
風
景
な
ど
も
関
係
各
所
の
ご

協
力
に
よ
り
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　【
閲
覧
方
法
】

『
安
平
町
　
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
』

と
ｗ
ｅ
ｂ
で
検
索
！

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　
先

日
、
取

材
で

ノ

ー

ザ
ン

フ
ァ
ー
ム
様
に
伺
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
は
、
夏
ご
ろ
に
開
催
さ

れ
る
新
馬
戦
に
向
け
て
調
教
を

行
っ
て
い
る
２
歳
馬
の
様
子
を

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
凄
い
迫
力
。
圧
巻
で
し
た
。

　
そ
の
取
材
の
帰
り
道
に
出
く

わ
し
た
風
景
が
こ
の
写
真
。

　
　
遠
く
ま
で
広
が
る
白
銀
の

　
世
界
に
、
冬
な
ら
で
は
の
濃
い

　
青
空
。
そ
こ
で
、
新
た
な
生
命

　
を
宿
し
た
母
馬
が
仲
間
と
一

　
緒
に
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
日
本
有
数
の
馬
産
地
「
安
平

町
」
に
長
く
住
む
人
か
ら
す
る

と
、
何
気
な
い
一
コ
マ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
安
平
町
に
来
て

ま
だ
１
年
も
経
っ
て
い
な
い

私
か
ら
す
る
と
、
神
秘
的
な
景

色
に
感
じ
ま
し
た
。

　
も
う
少
し
で
、
北
海
道
の
長

く
て
寒
い
冬
も
終
わ
り
。
雪
景

色
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
、

寂
し
い
気
も
し
ま
す
が
、
新
し

い
景
色
を
堪
能
す
る
楽
し
み

も
あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
４
月
号
か
ら
は
、
ふ
れ
あ
い

体
験
記
に
変
わ
り
、
「
安
平
町

　
今
月
の
１
枚
」
と
い
う
コ
ラ

ム
を
書
い
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
は
、
安
平
町
の
風
景

　
や
人
を
取
り
上
げ
て
き
た
い

　
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
 

　
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
し
ま
す
。

　
安
平
町
　

今
月
の
１
枚
　
　
　
場
所
　
早
来
源
武

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　
２
０
１
３
年
６
月
か
ら
始

ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
体
験
記
」

で
す
が
、
今
月
号
を
も
っ
て

最
後
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
を
含
め
計
　
回
、
デ

１０

マ
ン
ド
バ
ス
へ
の
乗
車
体
験
、

パ
ン
作
り
講
習
会
な
ど
、
お

付
き
合
い
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
今
月
号
で
扱
う

テ
ー
マ
は
、
私
自
身
も
所
属

し
活
動
し
て
い
る
「
若
者
塾

の
活
動
」
で
す
。

　
こ
こ
最
近
は
、
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
向
け
た
準
備
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
１
月
号
で
取
り
上
げ
た
時

に
は
、
３
月
に
イ
ベ
ン
ト
開

催
と
い
う
大
枠
し
か
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ

の
後
も
、
打
ち
合
わ
せ
や
当

日
の
流
れ
な
ど
の
確
認
作
業

を
重
ね
、
こ
の
度
、
３
月
９

日
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
が
決
定
。

　
こ
れ
が
イ
ベ
ン
ト
の
ポ
ス

タ
ー
で
す
が
、
こ
の
記
事
を

目
に
す
る
時
に
は
、
参
加
申

込
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
応
援
団
は

絶
賛
募
集
中
で
す
！
応
援
の

ス
タ
イ
ル
は
問
い
ま
せ
ん
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
！
　

日
時
　
３
月
９
日
蚊
　
時
～

１３

場
所
　
早
来
研
修
セ
ン
タ
ー

　
若
者
塾
は
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
後
も
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
活
動
に
興
味
関
心
の

あ
る
方
は
安
平
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
緯

栄
２
０
８
３
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小林誠が行く ふれあい体験記　～最終回～
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葛
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
（
緯
影
２
５
１
１
）
ま
で

禦禦あびら 回顧あびら　回顧録録禦禦
～昭和３８年３月編
できごと　　大阪駅前に日本初の横断歩道橋完成／日米間テレビ宇宙中継受信成功
世　　相　　モデルガン・ボウリングブーム／鉄腕アトム放送開始／アイ・バンク開設
　  歌　　 　高校三年生（舟木一夫）／見上げてごらん夜の星を（坂本 九）／ヘイ・ポーラ
テ レ ビ　　底抜け脱線ゲーム／ロンパールーム／狼少年ケン　　
映画・書籍　太平洋ひとりぼっち／アラビアのロレンス／第七の封印

←（表紙）老人クラブ「松葉会」例会の様子。碁を打ち、ますます元

気なその様を紹介しています。

「老後の生活が明るく豊かであることは、誰もが願い、喜びある」と。

お年寄りに学ぶべきことは、今のうちに学んでおくと良いでしょう。

←雪解けが進む３月。種もみや

苗床の準備、農機具の手入れな

ど、農作業の準備に万全を期す

よう記されています。

また、農繁期における妊婦の栄

養についても書かれています。

無理をしがちな農家のお嫁さ

んへの心遣いが伺えます。

昭和３８年３月広報はやきた

同年２月２８日付人口　７，６３８人（男３，８８７人／女３，７５１人）

昭和３８年３月広報おいわけ　

同年２月２８日付人口　６，７６４人（男３，３５３人／女３，４１１人）

→（表紙）災害による被害を減らしたい願いがかなっ
た鉄橋拡張工事決定について記されています。

←かつて、この地で鶴が傷

を治していたことから、そ

の効能などを調査し温泉

宿が誕生したそうです。

発見されたのは明治６年。

今もいこいの場として四

季の風情を楽しむことが

出来ます。
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安平・厚真行政事務組合のページ

≪出し方≫　

 　枝は５０㎝以内の長さに切り、ビニールひも等（針金は

不可）でしばって、毎週月曜日・木曜日（生ごみの日）に、

ごみステーションの横に出してください。

※なお、１２月～翌年３月は、『有料』扱いになりますので、

毎週火曜日にもやせるごみ用の有料指定袋を巻き付けて、

ステーション横に出してください。

　今年も次のとおり、せん定枝の無料回収を実施しますので、内容を確認し

ていただき、ごみの減量化・資源化にご協力ください。

　安平町から出されたごみは、皆さまのご協力により分別がたいへん良いと評価をいただいています。

　これからもきれいな街並みを維持するために、さらなるご協力をお願いいたします。

４月から１１月まで「せん定枝」の

無料回収を再開します！

問合せ　　安平・厚真行政事務組合緯鰻３１５１・住民生活課緯鰻２９４０

詳しくは『分別ガイドブック』Ｐ１４をご覧ください。

無料回収期間　４月～１１月

　

　庭木（マツ・オンコ・ツツジ・イボタ等）の枝払いをしたもので、太さが直径

１０㎝未満のものを指します。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

せん定枝とは

　次のものは、リサイクルすることができませんので、もやせるごみとし

て出してください。

　・ブドウなどの樹木で、ツルの部分

　・ひまわり・ダリア・とうもろこし・トマト・菊などの草花で、硬い茎

　・廃木材など

せん定枝として回収しないもせん定枝として回収しないものの　
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北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表

と
し
て
、
制
度
の
運
営
に
関
す
る

重
要
事
項
を
ご
審
議
し
て
い
た
だ

く
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

応
募
資
格
　
道
内
在
住
の
満
　
歳
２０

以
上
の
方
（
た
だ
し
、
議
員
や
公

務
員
等
を
除
く
）

応
募
人
数
　
５
名

任
　
　
期
　
平
成
　
年
７
月
か
ら

２６

２
年
間
（
開
催
は
年
３
～
４
回
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

応
募
方
法
　
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
及
び
役
場
窓
口
に

あ
る
応
募
要
領
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
締
切
　
４
月
　
日
（
水
）

３０

選
　
　
考
　
選
考
委
員
会
を
設
置

し
、
提
出
さ
れ
た
小
論
文
等
に
よ

り
総
合
的
に
委
員
を
選
考
し
ま
す
。

報
酬
な
ど
１
日
に
つ
き
５
、
０
０

０
円
の
報
酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま

す
。

問
合
せ
　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

緯
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

安
平
町
役
場
健
康
福
祉
課
国
保
・

介
護
グ
ル
ー
プ
　
緯
浦
４
５
５
５

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

安平町国民健康保険に加入している７０歳～７４歳の皆さんへ

　これまで７０歳から７４歳までの医療費の窓口負担は、国の定めた特別な措

置により１割負担とされていましたが、平成２６年度から、より公平な仕組

みとするため、従来定められていた２割負担に見直されることとなりました。

　見直しに当たっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じることのないよ

う、平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方から段階的に実施さ

れます。　　　　　　　　　　問合せ　健康福祉課国保・介護グループ　緯栄４５５５

平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方
（誕生日が昭和１９年４月２日以降の方）

渇７０歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕生日の方はその月）の診療から、窓口

　負担が２割になります。

　　　【例】４月２日～５月１日に７０歳の誕生日を迎える方は、５月の診療から２割負

　　　　　担になります。

渇なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、７０歳から２割負担とな

　る方は、６９歳までと比べて上限額が下がります。

　　　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

　　　※２割負担となる前月末までに高齢受給者証を郵送でお届けします。

平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方
（誕生日が昭和１９年４月１日以前の方）

渇４月以降も医療費の窓口負担は１割のままです。

　　　※平成２６年３月２日～４月１日に７０歳の誕生日を迎える方は、これまでの３割

　　　負担から１割負担になります。

渇窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

　　　※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

　　　※有効期限が平成２６年3月３１日までの高齢受給者証をお持ちの方へ、新しい高

　　　齢受給者証を３月下旬に郵送でお届けします。

猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕

猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕猿燕見直しの内容

医療費の窓口負担割合が変わります
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安
平
町
地
域
包
括
早
来
相
談
セ

ン
タ
ー
（
住
民
生
活
課
内
）
保
健

師
の
野
村
で
す
。
主
に
、　

歳
以

６５

上
の
方
に
関
わ
る
分
野
や
早
来
庁

舎
で
健
康
福
祉
に
関
す
る
手
続
き

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
蕎
麦
と
ス
キ
ー
の
町
、
十
勝
管

内
新
得
町
か
ら
や
っ
て
き
て
今
年

で
　
年
。
仕
事
や
子
ど
も
を
通
じ

１２
て
た
く
さ
ん
の
方
と
知
り
合
う
こ

と
が
出
来
、
ス
ポ
ー
ツ
や
家
庭
菜

園
な
ど
を
楽
し
ん
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性

の
あ
る
「
認
知
症
」
で
す
。

「
最
近
物
忘
れ
が
多
い
け
ど
、
認

知
症
か
し
ら
？
」、「
母
が
財
布
が

な
い
、
と
毎
日
探
し
物
を
し
て
い

ま
す
が
、
認
知
症
で
す
か
？
」
と
、

こ
の
よ
う
な
質
問
を
受
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
と
加
齢
に
よ
る
物
忘
れ

に
は
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
ま

す
。

　
右
の
表
の
と
お
り
、
認
知
症
の

特
徴
は
「
体
験
の
全
部
を
忘
れ
て

し
ま
う
」
た
め
、
ご
家
族
の
方
は

と
て
も
不
安
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
認
知
症
と
は
、
色
々
な
原
因
で

脳
の
細
胞
が
死
ん
だ
り
働
き
が
悪

く
な
る
こ
と
で
、
様
々
な
障
が
い

が
起
こ
り
、
生
活
に
支
障
が
出
て

い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　
国
内
で
は
現
在
、　

歳
以
上
で

６５

　
％
、　

歳
以
上
で
は
　
％
以
上

１５

９０

５０

が
認
知
症
と
い
わ
れ
、
全
国
推
計

で
は
５
０
０
万
人
以
上
。
高
齢
化

の
現
代
、
身
近
な
方
が
い
つ
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
え
ま
す
。

　
物
忘
れ
の
印
象
が
強
い
認
知
症

で
す
が
、
興
味
や
関
心
が
減
る
、

怒
り
っ
ぽ
く
な
る
、
料
理
の
味
が

変
わ
る
な
ど
、
物
忘
れ
以
外
の
症

状
が
出
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
周

囲
や
自
分
で
さ
え
わ
か
り
づ
ら
い

時
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
認
知
症
に
つ
い
て

知
り
、
気
に
な
っ
た
ら
早
期
に
受

診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
も
し
か
し
て
、
と
気
づ
い
て
も

早
期
に
受
診
さ
れ
る
方
は
ま
だ
少

数
。
症
状
へ
の
不
安
や
病
院
へ
の

抵
抗
感
な
ど
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
診
断
に
は
専
門
病
院
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。

　
受
診
で
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像

検
査
、
記
憶
等
に
関
す
る
心
理
検

査
に
加
え
、
認
知
症
に
似
た
症
状

が
出
る
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
の
で
、
身
体
の
病
気
で
は

な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
、
昔

よ
り
薬
の
種
類
も
増
え
、
早
期
ほ

ど
進
行
を
遅
ら
せ
る
事
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
本
人
や
周
囲
が

理
解
を
深
め
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
や
リ
ハ
ビ
リ
、
生
活
上
の
工
夫

で
、
大
き
く
変
わ
ら
な
い
生
活
が

送
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
予
防
は
大
き
く
二
つ
に

分
か
れ
ま
す
。

①
脳
血
管
の
健
康
を
保
つ
（
血
圧
、

脂
質
、
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

野
菜
中
心
の
食
事
や
運
動
）

②
脳
を
活
発
に
働
か
せ
る
（
脳
を

意
識
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
！
）

注
意
分
割
力
～
複
数
の
事
に
気
を

配
る
～

・
家
族
以
外
の
複
数
の
人
と
一
度

に
話
す

・
何
品
か
同
時
に
調
理

・
市
販
の
数
字
や
漢
字
パ
ズ
ル

記
憶
力
～
思
い
出
す
～

・
出
来
事
を
思
い
出
す
（
一
日
遅

れ
で
つ
け
る
日
記
、
レ
シ
ー
ト
を

見
な
い
で
つ
け
る
家
計
簿
）

・
思
い
出
し
買
い
物
（
メ
モ
は
ポ

ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
、
レ
ジ
の
前
で

合
っ
て
い
る
か
確
認
）

計
画
力
～
段
取
り
を
考
え
る
～

・
行
事
に
参
加
し
日
程
ど
お
り
に

準
備
す
る

・
予
定
を
た
て
た
順
序
で
用
事
を

足
す

　
役
場
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
認
知
症
に
関
す
る
ご
相

談
の
ほ
か
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
な
ど
、
認
知
症
の
予
防
か
ら

認
知
症
で
も
安
心
し
て
生
活
を
送

る
事
が
出
来
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
　
安
平
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
緯
栄
４
５
５
５
）

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

保
健
師
で

保
健
師
で
すす

加齢による物忘れ認知症

体験の一部を忘れる体験の全部を忘れる

買い物に行ったときに買

うものを忘れる

買い物に行ったことを忘

れて、また買いに行く

食事のおかずを忘れる食事したことを忘れる

ヒントで思い出すことが

できる

ヒントがあっても思い出

せない

早
期
受
診
の
良
い
と
こ
ろ

野村保健師

偐
物
忘
れ
做
は
認
知
症
？

い
つ
で
も
ご
相
談
を

い
つ
で
も
ご
相
談
を
！！

認
知
症
を
予
防
し
よ

認
知
症
を
予
防
し
よ
うう

abirachoudtpki2
テキストボックス
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広
告
欄

広
告
欄

　
平
成
　
年
度
に
下
水
道
本
管
工

２５

事
を
実
施
し
整
備
を
完
了
し
た
区

域
で
は
、
３
月
　
日
か
ら
公
共
下

３１

水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
区

域
を
確
認
し
た
い
方
は
、
区
域
図

面
を
左
記
で
縦
覧
に
供
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

※
供
用
開
始
に
伴
う
受
益
者
負

（
分
）担
金
等
に
つ
い
て
は
、
供
用

開
始
区
域
の
対
象
者
の
方
に
各
戸

配
布
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
３
月
　
日
（
火
）
～

１８

　
日
（
月
）
８
時
　
分
～
　
時
　

３１

３０

１７

１５

分
（
土
・
日
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所
　
水
道
課
（
早
来
庁
舎
）、

健
康
福
祉
課
（
追
分
庁
舎
）

問
合
せ
　
水
道
課
下
水
道
グ
ル
ー

プ
　
　
　
　
　
　
緯
影
２
７
３
０

　
町
民
交
通
傷
害
保
険
は
多
く
の

方
に
ご
加
入
い
た
だ
け
る
よ
う
掛

け
金
が
お
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
で
加
入
し
て
万
が
一
の

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
次
の
日
程
で
出
張
受
付

業
務
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
役
場
で
は
随
時
受
付

を
し
て
い
る
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
例
会
や
総
会
時
に
も
受
付
を
行

い
ま
す
。

掛
け
金
　
１
口
３
６
０
円

　
　（
２
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）

出
張
受
付
日
時
・
場
所

　
３
月
　
日
（
火
）

２５

　
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

　
　
　
　
　
　
　
　
安
平
公
民
館

　
３
月
　
日
（
火
）

２５

　
　
　
時
～
　
時
　
遠
浅
公
民
館

１３

１５

　
３
月
　
日
（
金
）

２８

　
　
　
時
～
　
時
　
青
葉
会
館

１０

１２

　
３
月
　
日
（
金
）

２８

　
　
　
時
～
　
時
　
花
若
会
館

１３

１５

注
意
事
項

・
保
険
に
加
入
さ
れ
る
方
は
、
２
月

　
日
に
配
布
し
た
「
町
民
交
通
傷

２０害
保
険
案
内
」
を
お
読
み
に
な
り
、

申
込
書
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
小
学
校
新
１
年
生
、
幼
保
園
児

は
１
口
ず
つ
町
費
で
加
入
し
ま
す
。

申
込
み
　
住
民
生
活
課
（
早
来
庁

舎
）、
健
康
福
祉
課
（
追
分
庁
舎
）

問
合
せ
　
住
民
生
活
課
住
民
生
活

グ
ル
ー
プ
　
　
　
緯
影
２
９
４
０

お
知
お
知
らら
せせ

町
民
交
通
傷
害
保
険

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

公
共
下
水
道
供
用
開
始
予

定
区
域
を
縦
覧
し
ま
す

広
告
欄

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

安
平
町
広
報
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
広
報
紙
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
身
近
で

分
か
り
や
す
い
広
報
活
動
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
も
見
て
る
よ
」
と
い
う

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。　

資
格
　
　
歳
以
上
の
町
民
の
方

２０

任
期
　
平
成
　
年
４
月
１
日

２６

　
　
　
  ～
平
成
　
年
３
月
　
日

２８

３１

募
集
人
数
　
３
名
程
度

活
動
内
容
　
安
平
町
広
報
モ
ニ

タ
ー
意
見
等
提
出
書
に
よ
る
広

報
紙
へ
の
意
見
や
感
想
の
提
出
、

年
４
回
程
度
の
打
合
せ
会
へ
の

参
加

待
遇
　
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

打
合
せ
会
へ
の
参
加
に
は
町
の

規
定
に
よ
り
費
用
弁
償
を
支
給

し
ま
す
。

募
集
期
限
　
３
月
　
日
（
木
）

２０

申
込
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
左
記
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
総
務
課
（
早
来

庁
舎
）、
健
康
福
祉
課
（
追
分
庁

舎
）、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
　
総
務
課
情
報

グ
ル
ー
プ
　
　
   緯
影
２
５
１
１

安平文芸（第８号）完成しました

　俳句や随筆のほか、小中学生の作品も掲載し

ています。町内のレストラン、食堂、書籍販売

店で取り扱っています。

　数に限りがありますので、お早

めにお求めください。(１冊２５０円）

問合せ　「安平文芸の会」

　　　　（事務局　都田緯影４９５５）
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苫苫小牧夜間休日急病セ小牧夜間休日急病センンターター（苫小牧市旭町２丁目）緯営０００１
○科目　内科、小児科

○診療時間　平日：１９時～翌朝７時　土曜：１４時～翌朝７時

　　　　　   日曜・祝日、年末年始（12/３１～1/３）：９時～翌朝7時

　　　　苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～１７時）
（外科）３月（内科）３月

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院９日緯延３１１１澄川町７苫 小 牧 澄 川 病 院９日

緯演７０００矢代町２苫 小 牧 日 翔 病 院１６日緯叡２１３５若草町５苫 都 病 院１６日

緯雲２０００元中野町２とよた腎泌尿器科クリニック２１日緯煙７７１１豊川町３三好内科胃腸科クリニック２１日

緯疫５０００北栄町２苫小牧東部脳神経外科２３日緯炎０５００しらかば町６川 口 小 児 科 医 院２３日

緯謁８２１１東開町４ともより整 形 外 科３０日緯荏８８７０旭町４沖 医 院３０日

（外科）４月（内科）４月

緯鋭６６５５北栄町３苫 小 牧 消 化 器 外 科６日緯演５１４１北光町２稲 岡 内 科 小 児 科６日

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

ぬくもりの湯感謝祭のお知らせ
開催期間：３月２１日（金）～２３日（日）

問合せ　ぬくもりの湯緯栄２９６８（営業時間１１時～２２時／定休日　第２・４火曜日）

　ぬくもりの湯は平成１４年３月にオープンして以来、多くの方に利用していた

だいています。日頃の感謝の気持ちをこめて、次のとおり感謝祭を開催します。

３月２１日（金）　「梅」風呂（酸味のある香りを楽しみませんか）

３月２２日（土）　「桜」風呂（ほんのり桜色のお湯をお楽しみください）

３月２３日（日）「バラ」風呂（生花を浮かべて、至福のときを…）

特別企画

【風呂グッズがあたる抽選会】

特別企画

【日替わり露天風呂】

バラの形をした石けんのほか、いろいろなグッズを用意し

ています。

噛３月２２日（土）の１１時から１８時までに入浴された方が抽選会に参加できます。

フォークダンス初心者講習会

参加者募集

年齢問わず、楽しむことが出来ます。

日　時　３月２６日（水）１３時～

場　所　追分公民館

参加料　無料

講　師　北村信義先生

問合せ　追分フォークダンス同好会

　　　　　　　　　（石橋）緯栄２２９３

　　　　プリムローズ

　　　　　　　　　（田中）緯影４２８２

カヌー初心者講習会参加者募集（全４回）

～カヌーの楽しさを体験してみませんか～

対　　象　小学生以上の健康な方（小学生は保護者同伴、

　　　　　未成年者は保護者の承諾が必要です。）

日　　程　３月２２日臥、２３日蚊、２９日臥、３０日蚊

時　　間　１０時～１３時　※参加日数・時間は自由です

場　　所　せいこドーム温水プール

講　　師　北海道カヌー協会強化指定コーチ

参 加 料　初回のみ５００円（スポーツ保険に加入します）

持 ち 物　水着、キャップなど水泳に必要なもの、参加料

申込期限　３月１５日（土）

申込み・問合せ　安平の森カヌークラブ 代表 多田

　　　緯影２８４１／胃緯永２７４１／ toreil１０@yahoo.co.jp

憲 憲

憲 憲
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ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
８，６７８人（＋３）総人口

４，２８３人（－３）　 男 性

４，３９５人（＋６）　 女 性

４，２５３世帯（＋３）世帯数

〈平成２６年２月２８日現在〉

交通事故死
ゼロ運動

　平成２６年２月２８日現在 １２１２日

　
公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・

公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町町

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、、
笑
顔
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）

（
ス
マ
イ
ル
）
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
。。

□町広報配布日は次のとおりです。

　広報笑顔（スマイル）３月号は２０日（木）、広

報あびら４月号は７日（月）が配布日となります。

安平町ホームページでもご覧いただけます。

総務課情報グループ緯鰻２５１１

検索安平町ホームページ

次回町広報配布日次回町広報配布日はは

善
　
意

（
１
月
　
日
～
２
月
　
日
受
付
分
）

２２

１８

町
へ

追
分
公
民
館
図
書
室
用
図
書

○
佐
相
文
子
さ
ん（
追
分
本
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

広
報
あ
び
ら
２
月
号
点
訳
　
　

○
安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

狂
H
T
B
デ
ー
タ
放
送
ト
ピ
ッ
ク
ス
狂
（
３
月
５
日
更
新
）

　
　
　
　
　
　
～
安
平
山
ス
キ
ー
場
　
営
業
期
間
に
つ
い
て
／
ぬ
く
も
り
の
湯
イ
ベ
ン
ト
情
報
／
冬
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
　
オ
ー
ク
ウ
ッ
ド
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
ラ
ン
ド
～

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

佐
藤
 莉
杏
 

り

あ

ん

　
　
１
／
　（
女
・
健
志
）安
平

２２

白
石
 理
衣
紗
 　
　
 

り

い

さ

　
　
１
／
　（
女
・
　
守
）追
分
青
葉

２９

竹
田
 和
叶
 

か

ず

と

　
　
２
／
４（
男
・
信
介
）早
来
大
町

　
中
 健
海
 　
 

か

つ

み

　
　
２
／
　（
男
・
和
博
）早
来
栄
町

１０

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

桑
田
裕
規
（
早
来
源
武
）

佐
々
木
と
も
恵
（
石
狩
市
）

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史

ご
意
見
　
町
内
会
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。
昨
年

８
月
青
葉
会
館
に
お
い
て
、
救
命

が
出
来
ず
大
変
残
念
な
思
い
を

し
た
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
対
処
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（
２
月
提
案
・

町
内
在
住
の
方
）

回
　
答

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
係
る
ご
提

言
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
自
治
会
（
町
内
会
）
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
各
自
治
会
（
町
内
会
）

に
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
と
な

る
と
、
適
切
な
使
用
と
管
理
が
永

続
的
に
引
継
で
き
る
か
と
い
う

課
題
等
検
討
の
余
地
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
要
望
の
あ
り

ま
し
た
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
つ
き

ま
し
て
は
現
状
難
し
い
で
す
が
、

今
後
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
施
設
課
施

設
グ
ル
ー
プ
  （
緯
影
2
5
1
6
）

回答します

～「ていあんくん」から～【室蘭地方気象台発】気象台からの防災メモ

地震

　日本は二つの陸のプレート上

にあり、太平洋には海のプレート

と呼ばれる太平洋プレートがあ

ります。これらは日本の東にある

日本海溝や千島海溝で海のプ

レートが陸のプレートの下に潜り込む際に発生する歪み

によって地震が起こります。

　気象庁では、地震が発生し震度5弱以上を予想した場

合、テレビやラジオ、携帯電話等では「緊急地震速報」

によって震度4以上の地震が来ると予想される地域にお

知らせします。

　この情報を見聞きしたら、直ちに地震から自分の身を

守る行動をし、沿岸部で地震に遭遇した際は、大津波警

報（特別警報）や津波警報が発表されたら、すぐに海か

ら離れ、津波避難場所に指定されている所やできるだけ

高い所へ避難することを心がけてください。

問合せ　室蘭地方気象台防災業務課緯０１４３影４２４９

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中
　
　
務
　
１
／
　
記
 早
来
北
進

２７

堀
合
ミ
ツ
ヨ
１
／
　
偽
　安
平

３０

大
坂
英
資
　
２
／
２
基
 追
分
花
園

平
野
儀
雄
　
２
／
３
起
 早
来
北
進

窓
　
順
一
　
２
／
８
棋
 追
分
青
葉

三
浦
京
子
　
２
／
　
偽
 早
来
大
町

１２

　
原
　
毅
　
２
／
　
稀
 追
分
本
町

１２

寺
嶋
弘
三
郎
２
／
　
鬼
　安
平

１３

佐
々
木
國
雄
２
／
　
輝
　追
分
本
町

１５

　
平
成
　
年
度
の
健
康
保
険
料

２６

率
は
、
準
備
金
を
取
り
崩
し
て
　１０

坩　
％
に
据
え
置
く
こ
と
と
い
た

１２
し
ま
し
た
が
、
平
成
　
年
３
月
分

２６

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
の
介
護
保

険
料
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
介
護

給
付
費
が
年
々
増
加
し
、
協
会
け

ん
ぽ
が
負
担
す
べ
き
介
護
納
付

金
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

１
坩　
％
（
平
成
　
年
度
は
１
坩　

７２

２５

５５

％
）
に
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
厳
し

い
経
済
状
況
の
中
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

問
合
せ
　
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道

支
部

緯
０
１
１
‐
７
２
６
‐
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ
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元元気気にに
 大大ききくく
  なな～～れ！れ！

発
　行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　衣
０
５
９－

１
５
９
５

　
　
　
　勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
　
番
地（
緯
0
1
4
5
鰻
2
5
1
1
）

９５
　
  

編
 集
 後
 記

俣野 楓太 くんと
ふ う た

　　お母さんの葉子さん
　　　　　　　（追分旭）

下村 和玖 くんと
わ く

　　お母さんの真美さん
　　　　　　　（追分若草）

佐藤 光姫 ちゃんと
み つ き

　　お母さんの直子さん
　　　　　　（早来大町）

　
寒
さ
が
緩
み
始
め
、
足
元
が

悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
軒
下

の
雪
ハ
ネ
の
回
数
が
例
年
よ
り

少
な
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら
も

う
３
月
。
早
い
も
の
で
す
。

　
４
月
に
な
る
と
消
費
税
が
８

％
に
上
が
り
ま
す
。
家
具
家
電

の
買
い
替
え
、
日
用
品
な
ど
の

買
い
足
し
を
と
意
気
込
み
、
無

駄
に
な
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

必
要
性
と
商
品
の
品
質
な
ど
を

よ
く
吟
味
す
る
こ
と
を
お
ス
ス

メ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
 （
K
）

CHILCHILDD
     　  &&
MOTHE   MOTHERR

※広報紙に掲載した写真を無料で提供していますので、ご希望

の方は総務課情報グループ（緯鰻２５１１）へご連絡ください。

なお、第三者の方へは提供できませんので、ご了承ください。

　
３
月
と
い
え
ば
卒
業
式
や
新

生
活
の
準
備
で
忙
し
く
な
り
ま

す
ね
。
昨
年
は
、
私
自
身
が
そ

の
一
人
。
な
ん
だ
か
、
あ
っ
と

い
う
間
に
１
年
が
経
っ
た
気
が

し
ま
す
。

　
町
内
で
は
、
追
分
高
校
で
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

後
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校
の
卒

園
・
卒
業
式
が
続
き
ま
す
。
そ

の
様
子
は
、
４
月
号
で
お
届
け

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で

お
楽
し
み
に
。　
　
 　
　
 （
K
）




